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近藤康久 ⾃⼰紹介

• 考古学→地理情報学→オープンサイエンス論
• 総合地球環境学研究所（地球研）
研究基盤国際センター情報基盤部⾨准教授

• オープンチームサイエンスプロジェクト
プロジェクトリーダー（2018〜20年度）

• 地球研共同研究委員会委員⻑（2021.7〜）
• ⽇本学術会議連携会員
– 国際サイエンスデータ分科会WDS⼩委員会・幹事

• http://researchmap.jp/yasuhisa_kondo
• Twitter @yaskondo 2



• 2001年に⽂部科学省の附置研究所として創設
• 地球環境問題を「⼈と⾃然の相互作⽤環」の視点から研究
• ⽂理同⾈型の時限付き共同研究プロジェクトを推進
• 社会の多様な主体との協働に基づく学際共創研究*が持ち味。

*トランスディシプリナリー研究、超学際研究とも

国環研・極地研と
は、かなり性質が
異なります



7プロジェクトが進⾏中＋終了37プロジェクト

地球研リーフレット2021より抜粋



地球研の研究成果取扱い基本⽅針
(2014年制定)

地球研は、
• 研究成果の取得・作成時の契約を妨げない*。
• 研究成果の利⽤や第三者への提供を制限しない*。
• 研究成果を使うことがある。
• 研究成果を使⽤した著作物に、クレジット表記を
求める。
⇒共同研究先・転出先に配慮したルール設定

6
*法令・公序良俗に反する場合および利益相反となる場合を除く。



地球研の特徴は「頭脳の共同利⽤」
データ・情報の集約に基づく知識・知恵の協創が重要

7Adapted from Bellinger et al. 2004 http://www.systems-thinking.org/dikw/dikw.htm
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The Open Data Iceberg

The Technical Challenge

The Ecosystem Challenge

The Funding Challenge

The Support Challenge

The Skills Challenge

The Incentives Challenge

The Mindset Challenge

Processes &
Organisation

People

Geoffrey Boulton (CODATA) - developed from an idea by Deetjen, U., E. T. Meyer and R. Schroeder 
(2015). OECD Digital Economy Papers, No. 246, OECD Publishing. 

A National Infrastructure

Technology

Adapted from Ayris & Ignat 2018 https://doi.org/10.1515/opis-2018-0001 



-倫理的衡平の担保
-透明性から信頼醸成

-対話と共話
-視点の転換

オープンサイエンス
学術の知識⽣産
システムの開放

学際協創研究
へだたりをこえて

つながる

オープン
チームサイエンス

新しい研究観としての
オープンチームサイエンス



オープンチームサイエンスの⾃⼰点検項⽬

倫理的
衡平

Ethical Equity

• 千客万来(inclusive)来る者拒まず、去る者追わず
• エンパワメント：疎外されている主体の参加を
うながし、その潜在能⼒を引き出しているか
• ⾮対称(搾取)の構造を極⼒排除しているか

プロセスの
可視化と
透明性

Visualization & 
Transparency

研究プロセスを⾒える化して共有することにより、
透明性を担保しているか
追検証可能性＋同期性→信頼の醸成
• 当事者のインフォームド・コンセントに配慮しているか
• 当事者に配慮しつつ、プロセスを公開しているか

対話と共話
Dialogue & 
Synlogue

対等な⽴場で互いの意⾒を聞き、相互に理解を深め
る配慮をしているか→信頼
※⽇本を含むアジア圏では「共話」

視点の転換
Transcend

複数の視点から問題を認識し、
共有する基盤を創っているか X Y

Z

近藤 2021 学術の動向 26(2) https://doi.org/10.5363/tits.26.2_102



オープンサイエンス社会論の創成

オープンサイエンス
Open Science

研究チーム
Research Team

社会
Society

従来の学際協創研究＆科学技術社会論

社会のための
オープンサイエンス


